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〈研究紹介〉

情報処理システムの開発技法

寸. ，商科学術究所山田降弘

-1'1，か興味を Hっているのは.ンステムのl) ~J ~肢

が、であるが. -1<~:""では 一つの尖 i抑!として. ,:1' \1
機主体的↑山崎 i処J'I!.ンステムを In·J~するための Hi1、

について. JjIl l; したいと 0. う

般の r." i'においては い大なンステムをJl H 発

するための }j H~ ，;i は. 1960 年代よりンステム J":I ー

として I-!' #:fヒが進められてきた。 fill 報処理ンステ

ムの分 ~f' て'I j. .ンステム|制発のための体系配Jな )i

U~必を桃もたしようという式みは. 1970年代にヨー

ドン等によ勺て従来さi.l t~防法ぅy析/ f，Y.jiLL.r，i1あ

たりカ、 ;1土トIJ であろうと思う.，

ンステム L"i'に行いてむ.情jE分析/+.Y， jil.LlIl I

においてf，. 'i"L.、 (I'J :0.-1生'， I~J を~~たす htは.モジ

ュール iじである モジュール化とは;/ステム令

休をいくつかの ill~分(モジーム ル)に分 i刊 L. そ

れぞれのモジコール 1fi·に l品He を I j' うとい -j MLを

J、す

モジュ ル化を Ii i 一つのjl~IIIIj..大 5 な問題

よリむ小さいUJJ~の打が解i)~均、存弘たからである

また. rU，1の進出や手IJIII11一の宮! :1'の変化によって

新しいンステムが必焚に主ったとき.モジニ L ール

化してあれば ンステムを全 in> 11 リ 1(( すことなく

必・ r;;:: 主モジュールのみを 11 リ 1(( -tt:まよい. という

メ IJ -/トむある

ンステムをモジュールにう〉川するときに， r('~ 主

よとは。 作モジュールがあるれ l皮肉制 a 、，:1' 1 を f年た

ねばならないといヲことて'ある モジ 1 ール HIl 町

村，び I·J きが 1Di すぎると.モジュールに分;刊した，C!"

1味カ fなくなってしまう 3 モジュール 1111 の l~t ，':1' 1 を

(~~， ;'IE するための hi 去として句 「そのモジコールが
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図 1 抽象デタ型 Text

和I を h うかは公 1m するカヘどのように行うかは公

l刑しな L 、」という l点f!I!がある。ここで. rf'il を f丁う

か」はモジユ ルの人}j と tH力の関係のことであ

り r どのように行うか」はモジユ ル内部の情iiE

のことである。このような!車、P'IJ を{前たすモジュー

ルのことを「外相IJは比えるが中が比えない荘IJ と

いう店味て'思い桁(プラ， ?ポァクス)と II千ぷ。

つまリ，システムとは。児ぃ+Iiを赤い糸で結びつ

けた物なのである。ここで. 'n、ぃ糸とは.モジュ

ーノレ川のインタ 7 エースである。

JIJl:jfr. ソ 7 卜ウェアーじ Fの分 l'i' では.プログラ

ムパ dt の'I'でブラソクポソクスを実現する }j らとが

i十1' 1 を集めている。その Ii 法は. ;111 象デ -·9'~'~ と

いうのだが.抽象デ 夕刊 IJ という名前からでは.

いったい何のことやらヒノとこないという }j が多

いだろう 「抽象 J というのは‘内部のデータやア

ルゴリズムを公開しないという芯味であリ「テ

7 咋~J といヲのは.格数'\・ 1や実数叩 I と同じく.デ

ータのタイフを脱定するという U川本である

;~I 象データ引の定義を簡潔な万葉で Xl ーと rデ

ータの附泣とそのデータを操作するための千続き

(あるいは|主 l係)をまとめて 1£ 義したもの」とむ

る。しかし上の定義だけでは分かりにくいので.

WI] を使って;:5/，明することにする。

いま Text という抽象データ引を定義しよヲ。

Text 引のデータは.任 E‘的文 ι Hi ，! を r~ 納するとと

もに.桁納された丈'~亨 II の中の つめ文'ドを指し

'1' すためのポインタをイ 1するものとする。そして.

Text 引のデータを操作するための千続き(サブル

ーチン)として"人の 5 つのものを用むする。

Tυp (Cunent)

Next(Current)

Before(Current)

Insert(Char.Current)

Dele'e(Current}

Top はポインタを文字列の先日良に移動させる子続

き. NeXI はポインタを次の文'1'-:に移動させる F就

き. Before はポインタを一つが lの文字に移動させ

る手続きである。 Inse rt.は I) I数Cl ， a ，で与える文寸

をポインタの指す文 '-j ーの l古前に仲入する干続きで

あり. Deleteはポイ/タの指す文 7 を|除去し，ポ

インタを次の文. i"1 こ砂す手続きである。また，づ|

数Current は.名手続きが完了したときにポイン

7が指している文字を絡納するためのむのである。

l列え (i. Text 引のデータ My BlueBird の内容が

MyBlueBird よこそここへ

•

ポイノタ

となっているときに. !nsert('ヲ. Current) を

記事名 |著者 種類 巻 号

春よ来い 小川めだか 随 筆 3

人格改造 松竹梅夫 セミナー 3

マルチ商法一山当太郎 解 説 3

夏が来た 小川めだか 随 筆 3 2

(A) 記事リスト

著者

勝海舟

西郷隆盛

山下太郎

小川めだか

所属| 介

商学部| 授

文学部教授

文学部|助教授

医学部|助手

図2 USOS二ユスデータベース(一部)

(B)著者リスト

内
'
b



実行すると句

Myl1lueBird ょうこそここへ

ポインタ

とい 7 ようにむる。

以」に述べたのは， Text というブラ γ クポソク

スを外聞 I) からみたときの!I(舛いである([宝 11 参l11 i， )0

文ヰ事 I) やポインタが ill 労機のメモリにどのように

格納されているかとか.作子品 I'~ きがメモリ|のデ

ータを!~，作するアルゴリズムは.材!の外からはわ

か句ない υ もしかしたら、文'-f: '，i l) は Ilc'ylJ に怖納さ

れていて， f日j j主的姉入 i ii< 刊を行ったときは‘「こそ

ここへ」の部分が門 ωI) 内て叫員々に後ろにずらされ

たのかもしれな L、。しかし.それは材!の利用おは

知らなくてもよいことである。もちろん号制|象デ

ータ引を-/"}£fJ l; する人は.有!の 'I' 身を山分てー設百|す

るわけである。

ヰI) 倒 ι は， I由象デ- )7 J明'['，、 xt を利用して句文 cj

yll の特定め出|目分を枚持、するプログラムとか，文 'j::

列の特定の部分を日 IJ の丈 'J 折l内にコヒーするとい

ヲフログラムを Clltll こ iE くことができる。むし抽

象デー夕刊"を JTJ いずに.あらゆる文字列の操作を

Iii 抜配列をいじりなが句行わねばな句ないとした

ら. ~J: 'I;f~' にわかりにくいフログラムになってしま

う l ，パグの til る昨 7十も高くなる。これが 1111 象化

のi卸干 lμu ト主のである。

/¥da.Smalltalk , C++ などのJLt近のプログラ

ム言"};では句 1111 f1<デー夕刊"を手I)川計が自由に定義

したり{史 IIj したりできるようになっている。

さて町よ，·n 機上でヲミ}JI.されている i且只( '/ーノレ)

の多くは r取り扱うデータにある刊のfNti!iを ftl!'よ

l ，その桝j五を持ったデータを f干i;W したり操刊す

るための T 続きを利刷{!j'に従 fjけるブラ '1 7 ボ Y

7 ス」として表}JI.-~ることができる。 WI) え If，エ

ディタという i丘只は，Y.ン i ダI) というデ 7 を品約

したり J批判する干続きを利用 15 に提供十るブラソ

クポソクスである。先に述べた抽象テ- )7I~(.! Text

は‘ i此も原始的なエ子。ィタのモテソレて日あるが. エ

ディタが一つめブラックボソ 7 えであることを小

す良 L 、 1刊になっていると思う。

デ タベ スもそのよう主道具の-Hiである。

例えば、現 tl: !tY: t 昔 1えしているデータベーえであ

る関係データベースは、データをすべて表として

J泣い，表にデータを物納したり ょのい l主主を倹表

するための千続きを利用者に1f t fJ l、する。表が記憶

装iU の 'I' でどのように怖納されているかというよ

うむことは.利用者は知らなくて L よ L 、。

関係テータベースの i刈として町|王 12 に~~大'詐てで

発行している USOS ニュースのデータベースの内

科的 問1\ を小す。干 I) r日新がテータベースに備わっ

ている検討ミ子続きを j小、て句

「文ザ市 1\の教授によって苦かれ. ~"";3{£: にぬ

椛された 11L~~' 名をすべて :Ji:めよ」

とか.

r ?f12 巻に m ， 1世された随 'I' のす~~ -K'の j叶凶する

とF部をすべて求めよ」

というような聞を発すると. ンステムが表を検討ミ

して技 iI する rli LI をポめてくれる。

将 4、の↑ NW 処J'I'. ンス子ムは句的々のツールや l札

に部似されているデータを加 MI この士 '11 に利用する

かが吊~になるであろう。プログラム言 IW'PASC

AL の i&; n--r r て凶あるヴイ/レトは可「アルゴリズム+

デー夕刊， .J立=プログラム」という本を Ji: l，..、たが.

fJ.、の oE 'JlW: , r ソ /レの組合せ l データの品、千古=悩

鰍処J:'[\ ンステム」となる。

↑'?i";{見処J~n :，.-.ステムにおけるブラックポソ 7 スの

活をしてきたがーこのような巧え hは 1也のンステ

ムにも適用できる。 Iyl) えば t 市'k!験やヰ-市在~;JlI)

の分担f でも， 'J': 'rii ステ ンヨンや宇宙プラ y トフ

ォームを利用するような場イトは.いろいろなブラ

ソクポンクえを干I)闘しながら実験や観測を行うこ

とになる。ンステムが大きくなればなるほど.ブ

ラソクボソクス 11二は.]6.裂となる。大きくてビュー

ティ 71レなものを 11 るための hit，治.これが私が

主主UI 興味を持っているテ マてdある m

(ゃまだたかひろ)
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お知らせ

*教官人事異動

司、、=主・ B

〉匝〉唖区><>・<><>・<:'0<><>・<>・<>・(>..<:-..<><:><>!<:>匝決<>・<><>・ o恒〉・<>・(><)0ゐ< ....理u

尭令年月日 民名 異動事項 現(旧)職等

(停孝司 E喰}

:! l.1 大林以義 t- I.及 2 年 3 113111 r.1l" 伴 k院，プ"ズマ餅完，教

削よ ι，，jj腿l. I; tl

" 'It... i;¥.ib: ｷ 会'i~僻従，f:，tt~

ｷ向陽仰人 』噌 員組..俊樹定·f.f'd1

" |削附 ｷ 街、'It.:問 E学研調t:~'{段

" 。川 n.. ｷ r:ilifま企 1 乍続完長助 F

{録 周}

ｷ ~t; .t~ 伯 Hiil~傾注忌"r

'・ 巾 III i'i.4 JtA6\t，i4: 6警究系的 T

" 偽小 Ifl'" Hiit ま食 L'f 術1t糸助 F

{興 径}

" 'Ii下 !禽則的 It池}，~ぬ附冗長.f"{ l-<: 人臥人:'''f J'l!'，:i率的れほ

J:H 州当 〆ス予￡釧 '1'0匹 r.c!-<: ;,,- ;;ミテム研究系 BlJf{ほ

{配信網島)

" 内 ill tt;.J1 1に路糸 Y ラ丈マ研究長九段 吋外 t.:i JJ11 れほ

3受

II 発 経}
J噌 健制，:， .~ Iに純系 7 ラヨにマ情ヲ担保舗 )~;:IlI~長 7 ラヨピヲ側花 >i' :Y{

党本鉾 f<:
。~r，t Ii年:\ IHI lI.1て

ｷ ,,'j;:' t(人 五5 '1"屠従長副冊目"併 品、『暢党d際的限

H! t.i!f 3 川 Jill 1.-~

'・ ~1Il .;j之 3宅週早足研究，僻ヲセ".手 ドー ii[ 6i研究 ·U' /:l"(

'I'~ti 司F 3113111[τ

'・ 丙村副 4ビ if ，'il.lC.:/11 I? 阿3担保価究 制hl/ li，: IIIJ-l 樹党泉純段

U-f'
4 成 6 守 11/3111 :ま τ 】

" 内川 ，~必 HiiW{':N.n "，制十七〆タ 1、防品ヲラえァ断定系l'J

"
j受

，，'ι城 .1 11.:1 1] :011 ふご 1

~表紙カット~撮影的川泰宣

アンドーヤで捕えたオーロラの姿

育英吉 *rひてんJ 第 1 回月スウィングパイ

倒防総 l 成功

t哩J!J) I 月 24 II のfJち 1'， If後 IOI!!1 に ι:
大小の速度修正を行って) J との会合条件を終えて

きたて学尖験術.!d r ひてんJ は.予定通り 3 月 19

H 午前 5"，\'4分 9 紗\月から 16 ， 472，mの距離に最

後近してお 1 lul l"lの月スウィングパイに成I}j しま

した。

i止接近~\j雌の誤差は約 2 , rn , I時一刻。世法は l 秒以

卜で.これは現状の帆i丘決定誤斧と同f'lU!tの flIT て。

あリ.ほとんどねらい通リの )J 接近であったと員

っても良いでしょう。この結栄「ひてん」のi卓I也

山高度は約44万kmから 72 万，mへ.また j!i:)也山高度

む 4 千，mから II Jj，mへと鉱大されました。

また紋按近に先立つ 4 時37分 3 秒， )也トからの

尭令年月日 氏名 異動事項 現(旧)職等

(佳 命)

ヱI. , 飢川市 ", 見張'M"I，品.." P、臨，f:マッ7:-.'附徒系l'J

1' JR. 3 句 4 II凋"三て I";;

ｷ ，，'.4<竹人 ｷ ~I{栂完d匹 rd-'"

1・ 鴨川 。 iiL 1・ Z 陶凶凶~，長I'lr:

ｷ 西村敏先 ｷ ltili li，:旬 IT']:働党系I'lr:

{客員舗門}

'・ f乏か .... t 山 lSi 時ヲ u:n 托 rIO ‘iW J.: ~~rd1 Jlfつ".

" -1-1 1, "一 " 助I'lr: 1'，，'， 魁 );.7助I'l'ミ男子，.

" 4、村守主 III l閥系プラズ，"徒系政 Jf.l'l> k·i~'d11 ぺrI.

t(

" rut 1.lv ｷ 'hI主将 州/-; k'rJ~t<l1.L旬、海

開 大京 党 )j¥I，'術弐;.v ~f{t を 也'"人:?刷会.1'1' .-1 部

" 'I'，，，"向山 " 助教問 ~£花大学助'"支虚"tilt附

同悩トリ \>11旬月ネ'Wiヒ I.4l JJ:

" 品川 山よ w 杭ほ 神， ik'/:刷会".-'t im

" i':~ド U, 助t主将 r"'I I1~k 下助教/1J't下 f品

ｷ,1J:. ぷ通 JI，泊 A広範附党系 A帥 1'/与 立殺人サ 11/'V，...tlfll

"教佼

" 中崎 4日 " 閥抗段 日的人7助於?をI:?i:r;

' -'-1Ii ~f ow. " (d1 ~単 k学教授 17 111:

ｷ .', 尤 " 防政'1 同立天文向的I'l将司V\ ，~

文'詐鋳;\:.1':

' Jftm >11M. J え;-!儒'~>i'，.A帥お 人阪， 1，;(大学 1dfJ 暇，iZ

~U'd1
1噌 Ht. r駈也 i 胤雛進研'.;c~lJ:t1 涜沌 k:f. 殺f愛情 i孟 1: "1' R:
1・ 淀川緑内 ｷ."を栂 ~~';':k'l助歓i'l Lザ"

ｷ治(f 陥ー ，:jiilt:1't I ，''t陽光糸ぬ佼 "利点1:.1，人マ殺伐 1仁宇部

• HI Jl, fi ｷ 助教代 Z定沌 k'·i~.!)""1愛情造I?と

••" 日Ii事 A品 I' 仰)1，\lf.: JII l'.'(.附允 Jれ td~ 場:t J仏 大学fd~ I':'t，~~

" 5令イト "，人 " 助教jを 持i 恥大 7 助教?をJ:'詐郎

, l:,.f-: O)~雌 開 政 11 .恥 k'f.fd受，!，jJl\ ll術情

究所附械情能 Z レアトロ

ーニタス制定セ J ター
l噌 ~伝附よ " ..凶作Il助段段 1·.Wk'·'"助教伐瑚 1 字縮

1・ 同'" IiI'¥-ilill ぺ'f: lを斜解肝 7セ，タ "凧 k学級授甥乍忽附係
一段段 3・t家拘厘研1I: ~.1

ｷ Lt' iRk ｷ 勧教校 単1:IlJ.:7 J1JJ'射1f1J7:M.

コ 7;" ドによりルナ ・才一ピタ が「ひてんJ

から切リ航されました。十丹峨送信機不具イ干のため

んナー 才一ビターからの氾Y止を受じすることは

できませんでしたが， 511寺 4 分 3 紗キソクモータ

光学航法装置ガとらえだ月と地Eまの像

1990 , 3, 19 2:2 1(JST) 月から19000kmより婦像
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(KMーL)が/，1、火したことが束大木曽観;1II1 ， if十のlOSe，"

y ュミソトカメラによる蹴;WI て瞬時必され. Iレナー・

オービターがHI，司 1 11 1 帆道に投人されたニとがMrλ

になりました。ノレナー オービターは II~大がセを

飛ぶ|祭にまとっている美しい衣の名をとって「は

ころも( ;J;)衣 )J と名1'1けら!lました。 r Iまごろし l

の月間凹帆泣lftl山l他は泣Il点 If:j J主約 2 万km，近 n

1,1.( I'::jJ庄中') 9 千 Ion ‘/I，) WWI2LI です。

r ひてん」抱"肢の'JL'1c骨L法装;6:は片抜ill の所i1主

に))):止び地球の~，H訟を行い、帆J丘決定のための良

好な phil訟を取何しました (γ'j:JT.)。

その後「ひてん」は 7 ))10 1:1の筑 21111 FIH スウ

ィングパイに 1111 け順調に成行を続けています。

u 杉!'I， il;')

*5-520-12号機によるオーロラ観測

先月号のニュースでも初介されているよヲに、

本if. 2J)26LI, ノノレウヱーの北 I出(Y1~に 1立山寸るア

ンドーヤ尖験場から S-520-12 ~j 機が打ち|げり

it た。 U «Iはオーロラの一位てrある脈動 1円(パノレ

セーテイング)オーロラ的研究をするニとにある。

このオ ロラは. IJ:I II1，で Y うじて!t!.えるれuStで.

H-辿のオーロラに較べて f広やかさに欠けるが数卜

紗めIW日l で山滅するのが村微である。また. 'iii[

降込みの機桃も ff i函の U)jるいオーロラと ~t，~.なヮて

いると 4 えられている。ア/ドーヤでは数卜年ぶ

リという灯天気はロケソトの i\' 悩i と同I!~J に終わっ

てしまい守述日の惑パ{院の 'I' でj) ち七げの千ベン

えを 1寺つことになった。タ }jかりスケジューノレに

人 I) 可 lり l け }j までおごtとにらめっこの学げりに rx

l肢のため中1i•• J の繰り返しである。実験場のニ

ハイム氏がn鮮のように「締めては駄目だよ、こ

この天気は変わり幼い。急に全天II青れることだっ

てあるんだか句」と討ってくれるのが、そろそろ

明しく聞こえ始めた 26 1:1 0 j)ち上け1時間が近づく

にしたがって宅はまたもやー，iii. '±、に煩われてし

まった。残りの日数をう司にしながら待つこと 4 '''J
tH J.全ポテレビの岡両にh}.泌が l つ 2 つ，と

見え始め，十!の ZE かり誌が消えて行った。 -;， nに

画 IHI をはていた保|川先当がじりレセー卜してる I J

と大y!? を卜げて地般気のデ タを』止にとんでいか

5

れた。 ~Iよくんぐん liN il ていき ハルセーンヨ/

の~;fi .t戒し.強 l克は i減少したがIJぽ全んに広がって

きた。といった給過で)11.\')付LLっていた u 燃に jJ ち

上げることがHlxミた。花見 ;WI紡米も ほぼi~{，j )止の jJ く

もので. I;~ 卜 l江 f の ~~l J'.主はやや fib 、もののコーラ

スと l呼 l ;f it ているある附の 'ill Ii正 iJJdilJ と降卜，正 f の

11\ 1 に|比j迎がんリそったずとい 7 ことで可 4 川」メ I} の

学会にげづけて全 l~ データ解析を之l いでいるところ

てPある。('(1[¥111ii; 一郎)

合 A5TRO-O PM 総合試験

1992 11'，)主に j) ち卜げる第 15 り F トf. [iiiI,I,ASTIi()

-I)のI' M総合;よ!回:カ 2J)13 f1かり 2 JJ2711 までー

相 l十日原キャノノイス ctnrll 析のチェヮクアウト引に

おいて行われた。 \STIW ー I) は rはくちょう Jr て

んま J r~- んが」に続く.fJ<が同 W4 需 U の X tiit 天丈

i抗原で 'j':'1 山の ltY: i某仰を対象とし多様な天体の X

料if 主投び X線スペクトルの1' 1
1
(1 前観， WI を目的と L.

i註新の技術を集約して出七 tlilt X*J~天文台を Hj旨し

ている。

PM総合l試験は， 九サブンステムの機能.性能

及びイノ 97 ェ えのよA'肢をすることによリ、 F

M7 ェーズの設計へ以l映させるよとを日 (-l~J として

実泌するもので.刊に本 i試験では，デ タ処j:!H~

慌を '+'·L、として存在1I測機日正. )1, jill機持相 Lim]のfE

気的インタ 7 エースチエソクを立:人りに行った。

件サブy ステムともミニコノビュータを J早人し

た i決験装ti'l を 1北川 L. 1"1 1 ，(， 1 をはながらのチェ γ ク

てPあったが.全般的に大きな問題 1，1.( L なくイ'定ど

おり 1・点験を終 j することが1.1\来た、(JI 上i;1 一日1\)

ASTRO-D PM 試験風景
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合宇宙研のレールガンが6km/秒を達成

このたび相以 IJ;( キャノハス 特殊尖験 l!ld 0 械)

のスヘ スプラ丈7尖験設備て"I品l発巾の~3lJ~.科学

研究川レー Jレガンが， 1 グラム強の物体に 6 1， 111/秒

のJ創立を与えることに成功した。物体を 5 1， 111/ 秒以

|ーに IJlli主することは.惑 JI~.の形成過f1. 月・!さ }It

«I師のクレータの僻7E. 宇Hi ゴミの~j特と対策的

研究 'j・'市での新しい推進千t止の|制発など 'j':宙

科学・ t'djl井l発的両而てe大きな.t，t)主を持っており.

またこが'山以外にも、衝突による起尚也. WI河川を

相liT!した新本村の開発や舷融千子炉への燃料の ii 人

などで LitH されている。従4、5klll/秒近くまでlム

火薬や 2 段ガス銃というえ体のi軒喰波を尉いた h

itて吋'f能だったが， そ IL以|ての I己:， jill を安定に HIす

には.1iL依(I(J hi去を IIIいるレールガンがIti L11 噌

悦きれている。ノ.~[叫の j':iiiPIfレールガンは.わが

同では枇向的 6klll/ 抄を:1\したニと L さることなが

句 安定に Skm/ 紗を I I'r寸能 )J を Im1t した山で世界

初の快挙ということができる。( ;nJl,;,frit封)

った。

いる。

H1 年のはじめかり太陽 1町並 i}jが 1ι 発にむり句

なフレアが 1~ 起々っている。 7 レアが起こると.

大町の紫外線が発 'I:.l. 地球のト層大%を 1m 熱し

て膨 ~H-~ させる。 r ぎんが」のよヲに地球に z互い軌

道の街 !I~ は'七~\l J~ 抗が大きくなり色、 i敢に高肢を

|、げている。 i、年の 2H 以降は 1 日に 100 メートル

以仁の降 l、が続くことが多くなっている。 9 )J の

大フレアの後は 1 1' 1 に 200 ノ トノレ以 t とい 'j FIも

ある。このように大きい空気抵抗は j~j J， l の安勢に

LF3智している。姿勢に対する拶71Jは 1柑mの進行

万 ri'lや高度によって W，なるが. J丘地点て'大きくな

ることが多い 衛Jnの姿勢は FI !lib制御によって.

11II. .111Jする仰の hri，)を f~~持するように t世JI されてい

る。『雫去主勾L什J低l正H抗Aによる外札( c主E力トル 7 という)が

4尚総i益占仏主父(1- 1ルレカ一による i似UJ心乙l:J刈J よリ大さ〈なると u僚

からず jれL ることに主な、る .，中R力 I· 1ルレクの大きいI池也也/.ハ.'山"

と 6総丘主欠丸ト Fルレカ一の可不、!悠些f引i日1 が.吊if(なると 0.5 I伐主以 l上eず

*rぎんが」の近況

X線天文 i:，iIt.r ぎんが J (HI ち上げ以米 3 年経

観測械はすべて』ン ;if で、 j正 H 観測を続けて

，J{ ないが.

である

れることら l~ り it た

ニれらは JJU ， のところ観測に豆大な五郎とは主

っていないが ，人おに彬梓が大きくなるニとは避

けられない 太陽や太陽系宝 1m の研究自には巾し

太陽 llri1 iJ jの仁ペちかむことを国 !ii うばかリ

(航 1! f'文命)
< "マ 4 ヲロ紗 >

〔町一一\
レールガンのX線吸収の時間贋歴。 20マイクロ秒で

12聞を走ったので6km/砂ということに怠る。

¥
、

、

、

、

520

右から左ヘ高速で飛期中の供罰俸(高速度力メラ)

回 200
ε

話叩 O

富
.:f!~，JJ' ~4

0I_...__,'w..-/·...I''
1987 1988 1989 1990

「ぎんガ Jの打ち上げから現在までの軌道高度とその変化率
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静長
SFU搭載実験機器(その 2)

宇宙科学研究所圏中 上勾

*二次元展開・高電圧ソーラーアレイ実験

TwoDimensionallyDeployableJlighVoltage

Sυlar ArrayExperimenl(2D/IIV) は. Sru1h
以内 1\ から大?"、 l'-I(lj 榔Jli 物を民 IJ(.]して句その|に公

llti! した太陽辺地を JIJ，、て阿川 FE' ，正力を先生させる。

)..:.'明、 1'-1 而桃 iiE は・みうら折り によって:'u:み込ま

れていて ニの以 JJ~J 収納 hi 去のすー宙における初め

ての実副 l 実験となる、 -)j 太陽電池による 500 V

におよぶ Iii按発1ι もよた:WI] を比ない。かかる状況

は.本尖験がおおぶろしき と形科される所以

であり句 SFUの初 Inl運用に」、さわしいと Jえよう.

SFU1 号機のための工学尖験としてそれぞれ似 ι

に検 Jされていた一二次冗 ))~I 羽 (2 D) 尖験と日屯圧

(HV) ソ ラ アレイ実験が後に統合されるとい

う経緯をたどった。

'j':'1 山i j，Yi .j立物は大きくなるにつ 1し剛から采

へ移行する傾向にある。それは 1(li h'!や 1.J-:h'lあたり

の mI t.!: II司 j械の紡米て。あるがーそのためにはか句ず

も収納性がよくなるという 1{i9i をも AU. 備えるこ

とができた。しかし， 柔柿店 Lt l}長ブ J によリ柿 iii 体

としての安定化をはかる必袋がある。きて 2 D尖

験の nil 面は. HillY 辺Jf~のカプトノ製プランケソ

ト( 辺 U. ば50c ，") ~~}1 00 枚から構成される。この

フィルムが みうら折リ.の一要去を成しており

コ/テナのなかに位み込まれている。そしてその

;~ lui に i 字の形で配置される 4 本の fIlii 瓦7 ストに

よって与点に不すように民 HH ，安定化そして収納

されるわけである。二次元的構造では.隣りあうマ

ストにはさまれた三角形 Pel 肢が利用の対象となリ，

その IfliHi は 次 Jじ fl Yt.i1i:に比べ十 =(H~l こ Wl 大する。地

l ではこのよう立大脱悦かつ采軟構造物の炭 H~J ，

ましてや桃 i主データの取得は不可能であり'-j': '1山

実験が唯 の尖百 IEJji まとなる。また'i"'d iにおける

微小外， fiL に対する ~'l iX l'y;iI'i ~M の応符も興味をそそ

るところである。

既存のソ ラーアレイは 50V 位伐の屯 l下で運用

されている。地上と同級に rF.i要~j) のm大l立内 TIL

圧による定力発生と送屯を促す。しかし 4処刑的ヰ:

Him 太陽 I草地はその'， ILl)指紋線を宇宙空 1111 には H~

しているので.高屯圧作動のアレイは 'j ・'d i7 ラズ

7からの~:J~予を受ける。せっかく光発電した '0121)

がプラズ 7を介して流出つまり漏 ffi したり.安定

作動を阻害する放~が発生したりするのである。

また宇宙研の基礎研'先によってプラズ?に起|却し

7

斗~-.i

二次元展開高電圧ソラ 7コレイ(予想図)

た外力や材料劣化の発'I'.が新たに』心、だされた。

HV実験ではこのような干渉現象を測定し高電圧

ソ ラーアレイの宇宙における動作上限屯圧を決

定する。 liYi外国は宇山'ステーションやプラソトブオ

ームに μiim/I ソーラーアレイのや上肘を恕定してい

るものの、具体的飛淵尖験引 IllI jはよだ聞こえてこ

ない。!正問 1(11上に貼られた太陽~li:池は屯圧的に 8

つに分;刊されていて，それらの l且9"IJ抜統によって I品

大5ωv以上を発生させる。さらに直並列切り伴え

によって~).£屯力で与任意屯庄の'，[L JJ を発生し符るの

2D/HV実験のハードウェアは sru排出部に俗

岐される l正I:目前iと.ドLU搭岐の制御店1\に分けられ

る。アレイの展開状況は各位センサとモニ夕方ノ

ラによって院視される。両}正圧先生時の+渉現象

;十 JII)は. 1丹.Jil( illll'主総と 'j:Hi]'罰 itl;;"十測実験 (SPil l')

との共同で行われる。ところでアレイ収納の成斤

は実験日的であるととむに. SFUのスペースンヤ

トノレによる同収をも左イiする一大事である。アレ

イ収納にイ、 11·合がサじた場合.展開l部をジェティ

ソン機附によリ SFUから分自Ifする。 20尖験の運

用はアレイの展開・収納， tNtjri特性測定，能iii!)制

御，そして HV実験では， Iι1正)+.111:力発生.日電

圧電力発生江力安定化，外力社IIJ~の III目て寸1 われ

る。

実験昌がII~捌実験後再び被，試験装 ii'( を予にでさ

ることに重大な怠味がある。テレメトリという形

の無いむのか句・起こリ得た現象を !J.! f草していた

時代から比べれば、地 l に帰還した実験装I置は多

くを物詰るであろう。形のあるものを. Jf~のある

ままに吸うことこそがT.学といえるのかも知iLeよ

い。その官、味において. SFUは..L学研究者に宇宙

実験のよい機会をワえてくれるであろう。

(くになか・ひとし)



ー主義 d£
ヒューストンへの旅

宇宙科学研究所水谷

3 月 IO Cl 2 年ぶリでヒューストン主治lこ7\~f 1，.、た。

いつもながらこの2治の広大さには況かされる。

泌がよ止ければゲ トからゲートへ移動するのに'宇

治循環の地卜欽に乗る必裂があるほどだ。経I市大

国 H 本の表玄関である成III'"浴と比べてM という

i車し、か o

~H~からヒユース|ンのダウノタウンの日柑ヒ

Jレを j函リ越し. 1 時 II-\] あまりドライブした後，時

差ぼけの 11K' 、日をこすりながら NASA ジョンソン

スペース センターの前のホテルに役~i'l 0 この術

的名前 L 息の拍!っている限リ.この 10年の内に 3

!立も変わっている。ヒュ ス卜/郊外とは言うも

のの、実際は NASAの施設以外は iii J也は静か I) とい

う辺ぴな問Iだけに NASAへのお稀だけでは経常ーが

~W しし、のだろうカ‘。

今 1111の旅円円 (I')は ~~21 四月惑星科学会議に 11HI市

することて凶あった。この会，i誌はアポロ百 hllii と共に

始められた会1議で， ft5hl 科学の回|務会活としては

故大のものである。政相Jの数回はアポロ 1 市町;に

よって地球にn ち ~'rt:' られた片的措ィ-'についての附

究発表が主て“あり句多くの報道|生l係省も現iしニ

ュース刊のきわめて山iし、会議であった。研究者の

Ii日にも~Hl特別!の興仰があった。それか句|旦l を ill

ねて 21回 II 、相i辺WIf系朽の奈は全く¥j!J え，学会木

4去の j品ちおいた安になったとも言える L ， "7ンネ

リ化して米たとも口える。初期!の頃は日本人研究

{'，のなかでは一番 .Li かった店、も.今回は卜から数

えて H干日くりいになってしまった。

アメリカ人は仰が 1 1 1.10 、。 I;~J s 時中から会，i北が!Jfl

まった。ノ-'-[u1 の会.i北のJ.I.~}.\(止令 J1~と火 J ， J の科学に

[II] けられたようであった。探ft機7 ジエラムノが今

年のu以降にすthJ の地形テ-;'を送ってくるし.

1992年には火 J j \ オブザーパーと行う探作機が送句

れることになっているので， ~くの千トC/:者の興味

がこの一つのjさんf に It'llt 句れているニとを芯味す

るのであろう。月 11M LI から金J1M !:Iまでの 5 Illfil';!)1

からタまで l 会場のセソンヨンをずっとこの一つ

の!351 の論文て寸且めてしまった。大部分がアメリ

カの研究1' iの発表であり.この分野の研究主 i の隔

の厚さにはやはつ H~ くべきものがある。打、 1'1 j訪の

t論文は金 JI~の大|盈移動を忠わせる地形の発見につ

いてのものと言う比l絞的ぷ人わかりのする t論文で

あったためか.初 H の午前'I'で一つの総合'I~作の

後の 3 つ自の"船出と口うよい l時 n日に II< I)iJてられ

た。まだ n とJi WJil，が tA 訴に馴染まない l時 IHj;iii の発

表であったが、イ tl ，' の I也!杉を今まで凡ていた人に

はかなリのンヨ， '7を与 λ たもののようて“あった。

会議の休みlI :rlill には f"l 人もの人から r II~ AJ

はどの様な H探伐をするのか Ij[lかれた。イ i 米の II

本人研究 Ii b r今度ヰ.，山研であげた術'"'の斗与を聞

かれるのだが.新|制のニュ ス以上には \11 らない

ので閑るよ。ベネトレ-5'は来っているの。JT; と

百 -j 0 '-I 市併のf:l: :Fi)'~l\1.o11 'f" f 研究脅にもよく \11

られるよフになるにつれ句これからはい:11祭的な広

搬出動も必安になると巧えさせられた。

Il~j 訟はザけがwi えたばiには会議も終わリ、 r II~kJ

から「はごろも」が II lSI 固め係砕rH が打ち 11 11 され

た 1:1 に Mlfl した。 '}'II~ 1五[1去の II.\' i$ぼけが消えない l付

に rはごろむ」の次の片同 I·いI Ll I叫II係 1術宇如fυ山hJ には f是走 JIド:1搭菩 J

したいと巧えているぺネ卜レ 7 の}附i井川Hげf発~"実夫験が{能泡

f代tソ実三験土場品てで'eh始治まつた。 日f究己主的!市を lほめる IH] もな

く能代に [IIJかった。(みずたに・ひとし)

/
ρ

あおっy

ヴィナス(金星)よ

おまえもか

グ
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誠士愚知=使命感

松平進

1:'由 fiJfの ilJi として表立|羽を iL派に叶こってこ

られた松ギさん。どうも御苦労僚でした。.

(3 月号の記*も参照のこと)

早いものて咋H悦IJ;(に移転、して 2 年を経過してし

まった。移転後は民間の7;(衰の 1¥備民の協力のも

と勤務に就いて居る。同衰の人達の時聞の厳しい

がには.感心せざるを得主い。'白だから.民1 1:\ 1だ

からと時間には差は無いと思う。私は教えを乞う

'1'がある。 1可'ぷの人達の *)1礼には事欠かぬ様';;~.に

心して.勤務している心的りである。自，上t，一

体とならなければ守衛吋rはサーって行けないと思う。

駒場からのJレ-Jレはまだ生きている答である。然

し守られて析ない。時IllJ 外勤務者届を 1)';. fjijに従出

する人は怖である。特に指導的立場にある管.@部

の職員でさえ、在、が頭を下げてお願いして提出を

して 1"( って居る状態である、守衛所のプライドも

権威も形無しである。残念至極である。守衛所に

対する適切な指導が欲しかったと思って止まない。

又この広大な椛内向道路に.道路間!識が1!眠いのも

巧えられない。一品停止.速度制限，徐行，など

又米訪 fiに対しての案内の立石.この・!(は論ずる

以前に願し、mてか}る'j.(である。犯の荘職中に尖現

を}止る IJ:;' 1J{)c2(I.ごった。実現を見ずに去らなければ

ならないす Eは.心残りでならないと思って止まぬ。

以 t記したよれは.私が相似/);\に勤務してから A号え

続けて来た'!(を W[ 宜に述べ.皆様の.f'4!解を俳句れ

たら辛いと，問、う次第である。今年の似の|井 l イとは.

，，，いと五うので宇宙研で.枇 f主的桜町観賞が出来

ると思いながら、ふでを走句せて腐る。

永い問毛 Lに対 L ，ニ'己 [f ，?とご指導を賜われまし

た事を aレから御礼申し卜げます。お陰線で無 4みま h

めを果す'j.(が山来ました。本当に fl' 雑うご座居ま

した。末事になりましたが.皆様のご他 1* と益々

のご it 号制を:I Ii って I，'い)ます。さようなら。

(まつだいら・すすむ)

ISAS ニュースのい L焼酎の側に峨せるための

寄稿の依頼を託されたが.従来この州 lは優秀な諸

先輩方の指定席だと思って居たのである。 mの lui

転の鈍い宇宙研で紋 1止の ItLの fl~ る h:: ではないとこ'

時退したが.聞き入れて戴けず筆を執る εt; にし た。

水い l制守衛所に勤務して府たお訟で色々な 'I' を体

験する "l~1J< tH 米た。又多くの }J と々も交流を深め

る ~~Ln\* た。又ぷ外国の研究者の i主米も頻繁だ

った。その中で -JIF 印象に銭って J;r;. るニとと云え

ば中国の人達である。皆と去っても良い{立礼儀正

しかった。守衛所の子前で必ず f';'; [I して妓拶をし

て笑顔を残し歩き出すのである。私は陵lJIに籍を

泣いた:れがあるが，停止敬礼は直属上 nた'けにす

る敬礼であった。中岡の人述の人間性が{日 jがわれ

礼儀の 4しさには恐縮する外ない。 ItL も大いに'予

ぶべき 'JH-:' と思った。

東京大学の時は，我々の勤務も 24 時 IBJ 休巾!であ

った。{主 un 巡回の時必ず l時!日 j外勤務省刷の用紙を

携えて 22 時以降の残偶者のチェックをしてその場

で必要事項を記入して庇って肘た。教授.助教 J霊.

助手.大学院生，メ カーの省，全ての人が対象

であった。又也坪部の部長，課長，係長と式へ'#

赦なく御協力を焼いたものである。職f，i:がらとは

云へご協力をう説けた併には感謝して lJJ る。何 lでは

あったが，巡回中に飲削を偵:す者も肘た。「只今は

公務である」と終える外ない実に呆れた事だと思

った。当時は助手.院 'I'. で IH 主勉 γ1 ニ励んで騎ら

れた }j も，現イ仁 Ii 教授.助教授としてご活躍され

てhせられる。駒場時代には.上 F一体で何をして

も楽かった思い出が一料、である。年一回の j、運動

会.慰安旅行、数 [nl の倣 ill 迎会，新年会，忘年会.

と思い山多い， I" ばかリであった。又その IXlili 悲し

い事むあった。森初代所長を初め先輩.同僚の 9E

である。在、には先輩向山 ~I 氏，同僚の怖凹氏の死

が一番悲しかった。今でむ時々思い出されてなら

ないのである。

一一一一 0一一一一 0 。 。
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一一-_.-アンドーヤのオーロラ

l脈動'tl! オーロラをlJI. ;1\11するために s -520~11 ロケ

ヴトをアンドーヤ(ノルウェー)で-II ち|げるべ

く派泣された"i斗Ii耐fチームは句 11;'から t.lI .fJ:Lした x

しく ·11 大主オ ロラに.ただただ.e~l嘆する lよかり

ここにそのスナ y プの数枚をこ:lib\; し ( ~ft~ ;;\~ 称、

附 1110 現地のナマ的感10)の 店1\ をお Mlけします。

ああ、 'I きていてよかった 己柴むなく Fb並h し

た命 (1長 II ，淡 あまリスゴイスゴイと'1"，めると.

;k何千、ンスに.i:fI)'、~Ii I'iが多くなりすぎて.競争

ドか激しくなるかな? で L 少なくと ι むう ー凶

ははたいし主あ)

(I付之滅的 roe.たちにし見せたかった K.S.)

とにかく‘主い それにしても jア去はあんなに手再

開なのに，アンドーヤの JEl l'!は随分思い主あ。 'J')

が羽 ill るよ。(そして¥'.'!に 'I'J-·V i"した S.K.l

ツi-' '1'( に ILl)' ったオーロラは、まるで火の日の

Ii) 、な~\;~が全天にはばたいているようだった カ

ゾコイイ感忽だなあ

('J~ !lr，酬の存liN公を I~I るく't.~リ上げた Y. 卜)

店、た'It感動(I'J;なオーロラを 2 l.!tむ見たむんね

i也の人の 2 j;lの料験をしたんI:'から.ワケカ・迎う

よ リ 1\なんかメしゃないよ

(ilJ身刈同した Y.T.)

水の|に illl を hk したみたいにワァーソと 11!J :き凶

るのが怖かった この|止の終リかと思った。

(ロケ y トがうまく j i"ってよかった Y.Y.)

まあ .1 干さん， オーロラを』よることができてよ

か勺たてサ -jJ 内店、としては.打|げがうまくいけ

(JIIUW は主いわけでー (とぺ 'tlHt な K.T.)

司寸

...
刀示\ 会見のよ紙をかぎったオーロラの写 !'i.. いかがでしたか 世の趨勢に従って今 H 号から部

レ乙央土、 l 分 (I{J にカラー nil~ リになリました H¥rJiI 位数の 1l':J JII のために〆切が桁F- II'. くなりますが.よ
~flt 8C1I
、ご三フタ i)JEOn なtNtU をよリ魅力あ山れる紙 1M て··ft; えることができればと願っています。(芝 II )

ISASニュース No.l09 1990.4. ISSN0285-2861

先行 'j':Hil ト子研究所(文部省) ""229Ni~~ 川県相校原市 dJ 肝れ 3-1-1 TEL0427 51-3911

TheInstituteufSpaceandAstronauticalScience

一 10


